令和８年１月１９日
金沢市中学校長　様

金沢市中学校卓球部顧問　様

金沢市中体連卓球競技部長　岡田　憲和
金沢市中学生冬季卓球強化練習会（団体の部）要項
１．主　　催    金沢市中学校体育連盟
２．後　　援　　金沢市卓球協会
３．主　　管　　金沢市中学校体育連盟卓球競技部

４．日　　時　　令和８年２月７日（土）予選リーグ
２月１１日（水祝）決勝トーナメント及び決勝リーグ
５．会　　場　　金沢市内の中学校（個人戦の時に決定する）

６．試合方法
（１）予選リーグ・決勝トーナメント（リーグ）方式で行う。新人大会の結果を参考に、男子４ブロック（１ブロックあたり５～６チーム）、女子２ブロック（１ブロックあたり５～６チーム）に分けて試合を行い、男子は各ブロック２位までの８校による決勝トーナメント、女子は各ブロック３位までの６校による決勝リーグを行う。
　＜ブロック割りについて＞
　　　男　子　　新人大会のベスト４をＡ～Ｄブロックの①に割り振る。
　　　　　　　　ベスト８の学校は抽選でＡ～Ｄの②に入る。

　　　女　子　　新人大会のベスト４をＡ、Ｂブロックの①、②に割り振る。
　　　　　　　　ベスト６の学校は抽選でＡ・Ｂの③に入る。

　　　※その他の参加校は抽選とする。抽選会は、１２月２６日（金）の個人戦の時に行う。練習会の結果は、来年度の春季大会Ａブロックのシードの参考とする。
（２）試合は、１ゲーム11点５ゲームズマッチとする。４シングルス、１ダブルスの５試合を行い、３点先取勝ちとする。ただし、シングルスとダブルスに重複して出場することはできない。団体戦編成の最少人数は基本的に６名とするが、４名または５名でも出場できる。３名以下は練習試合の扱いとし、決勝トーナメントに進むことはできず、予選の順位を出す際もこのチームとの試合結果は考慮しない。
　　　右のような順序で試合を行う。　試合順　１Ｓ　２Ｓ　３Ｗ　４Ｓ　５Ｓ
７．競技規則
　　①現行の日本卓球協会ルールと本大会要項による。なお、促進ルール、タイムアウト制は適用しない。
　　②服装規定は以下に定める。
　　　　ア　上下とも卓球ユニフォームを着用すること。

　　　　イ　上着には背に縦２３cm、横２５cmの白布をつけ、学校名、
　　　　　選手名を左から横書きにすること。
なお、日本卓球協会交付のゼッケンを使用してもよい。
　　③試合球は、日本卓球協会公認球(４０㎜ホワイトボール)を使用する。
　　④会場および周辺で接着剤を使用する時には、本部に申し出る。
　　⑤ベンチ入りは、監督１名、コーチ１名、選手８名以内とする。コーチについては、学校長の承認を得た申込書記載の１名のみとする。抗議権は監督のみにある。監督は当該校の教職員であること。
　　⑥大会は無観客とし、会場に来ることができるのはベンチ入り選手８名のみとする。
８．表　　彰　　男女とも３位（ベスト４）まで行う。
９．申込方法
　　事前に参加人数を確認する。申込書に必要事項を記入し、校長印が押印された申込書（原本）を予選会当日の朝、提出する。
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＝ 問い合わせ先 ＝


〒921-8111　金沢市若草町１－２３　TEL076-241-5191  FAX 076-241-5192


金沢市立野田中学校　堂坂　英隆　宛











